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V C ， B， S，M，P，=一ーー+一一K K' K 
で表現される。ここでVは社会的価値 Cは国内要素のコスト合計 Bは全体
としての国際収支効果， グはy (国民所得に対する効果)とBの限界代替率， す
なわち外貨の shadowpriceの逆数とする。またKは資本増加額である。結局
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この理論に対するセ γの批判は， 労働費用の把え万に集中している。 SMP
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備されない (unacco皿 panied) 労働のみで生産， (2)資本財は減価しない耐久資
産， (3)生産要素は資本と労働のみ， (4)規模の収益不変， (5)投資の懐妊期間同一，
(6)実質賃金率同一， (7)賃金は実全に消費，剰余は完全に再投資， (8)技術進歩な
し。 2つの代替技術，H (高い資本集約技術)， L (低い資本集約技術) が考えら
れ，凶(賃金率)0 " (資本集約度~C部門で1人追加雇用するに充分な固定資本を生










































Y..=Yn十三.色f1十(1+色二判+・…・+(1十色三判 つw a L wa I w.a， .J 
ここから期間総和は，
(1+左手空徳一1
















後進国開発における技術選択基準論 (75) 75 
第2のニモデルに移る叫部門に固定資本を導入し， それを生産する 1部門
壱加える。 1の労働者は機械の助けを借りない。 aと同様の定義のされ方で，
z部門資本集約度を bとする。問題は bがし、かなる値をとり aに反作用壱す
るかであるo
， t=l 唱 H
Lit=寸:EL" 同様に L"ニ士三ユL旬 C-.' Lt1ヰ 0)





J Ji).iJ ~2 Ll 
A= 、~ Yt • 三 =0 -;三fくOたI~q ob-u òb~ 
a=f(b) なる反比例式，
以上の諸方程式より b が決定されるべきだとする。ここであ一定の時 α• bは
反比例 bが一定の時p，とaは正比例の関係にあるとされ 2つの部門の生
産関数さへ解れば abは解くことができると言う。





久期間を 1年とする。 H技術による z部門雇用 1単位に要する機械の価格を d
とし，外貨獲得のため輸出しなければならない:::z-Yl単位価格を gとすると，
H技術こより τ部門 1人雇用費用は(叶す). ，，-:，/余剰は(ヰ竺).他方L
技術を用いた場合(ω+~)の資金があればコザ余剰lは (ω+ ~)与L
叩 (1+み)(与竺). 従って技術の懐妊期間が等しい時口イに対する外国
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76 (76) 第 102巻第1号
需要弾力性刊とすれば均衝状態から 1単位輸出を強行すればす値下るし，
外国の機械供給の弾力性値壱 eとすると，需要増で4値上りする。従って比
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後進国開発における技術選釈基準論 (79) 79 
利潤率=剰余率を示す。この図形の方が，セyが表現しているものより多〈の
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考えられるとき， 包部門忙おける資本集約的技術を選ぶととは， 一方で pまを
高め従って成長率を高める効果の反面，同時に支部門jへの労働配分比率を，
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は，いかなる構造型の採用によれ全体の成長率は最適となるかを検討するこ
とであれ資本財生産部門と消費財生産部門への投資配分，それら部門の構造
的関係を明らかにすることである。従って，調整の実視だけを目的として，構
造型に関r.."は中立的であるような計画化の形態は，ただその本来の半分以下
の仕事をおこなってし、るに「ぎないだろう4九計画化の基準を提供すべき場に，
概念の明確でない時間的限界をセYのように設定して，技術選択の変更を促す
ことは無意味である。逆に，一定期間内での産出量極大分を計量しようとする
とき，センのそデノレは余りにも~意的な仮定が多すぎて実際には適用できない。
後進国開発理論として数多く提出され，セγ の時系列的分析はその一翼たる
技術選択論の領域において従来の基準の綜合を図るものであると言われる。し
かし，今検討してきたように，基準理論に時間的設定をすることは，その設定
自体が怒意的であるので無意味である。また伝統的な生産関数に依拠した理論
は，その生産関数が厳密な理論的検討の末に定立されたものでない収穫逓減
法則を含有しただけのあいまいなものにτぎないので，仮定の変更により簡単
にくつがえされるほど基盤の言動、ものである。セ yのおこなった仮定と，理論
的領域における本来的な抽象化とは全く別ものである G 後進国のように経済の
硬直化をみせている状況においては，経済の構造変化，近代化こそ志向されね
ばならないのに，資本集約度としづ極限された技術選択のみが論じられ，それ
も価格にフレキシブノレな構造が前提されてしまっでは，本来後進国開発論の課
題は何なのか， と新ためて「岡下、正されるべきだろう昭和42平 9月日日脱稿)
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